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Bridges in medieval European cities, on which many additional commercial buildings, markets and so on 
were built, provided not only traffic facilities but also important public space in urban area. On the other hand, 
such multi-use bridges are technically feasible, nevertheless modern regulations limit activities except traffics 
on bridges. 
Despite the use of bridges limited to traffic infrastructure in present days, this paper focuses on the 
revaluation of bridges as public space. The concept “bridge as public bridge” must be still valuable to realize 
lively human-scaled cities. 
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０．	 はじめに 
本論はかつてヨーロッパを中心に数多く見られた、橋
上の多目的利用に着目し、日本と諸外国の事例を比較考
察することで現代都市地域において橋上を活用すること
の意義およびその有用性を明らかにすることを目的とす
る。	 
一般的に、橋は交通用途に利用する構造物という認識
が高く、自然あるいは人工的な障害物を越える目的とし
て利用される。しかし本論で扱う橋は、それに加え社会
的・経済的な営みを行うため、仮設もしくは恒久的な設
備が橋上に建設されているものを指す。つまり、障害物
をまたぐプラットフォームの役割と、その上部に建てら
れる建築空間としての役割という、二つの要素を合わせ
るものが「橋上空間利用される橋」と定義できる。橋上
空間利用される橋により、障害物で隔てられた地域に往
来行為だけではない多面的な活動を付加させることがで
きるのである。	 
 
１．	 中世ヨーロッパに見る橋上利用の実態	 
橋上利用の歴史は中世ヨーロッパにはじまる。国や地
域によって多少異なるが、11 世紀〜12 世紀にかけて出現
し、16 世紀末あたりに全盛期を迎えた。だが 18 世紀末ま
でにはその大半が取り壊されるなどして、橋上利用が衰
退することになる。 
（１）	 橋上利用のはじまり	 
中世ヨーロッパは人口増加が激しく、城壁都市内部で
の土地利用は限定されがちであった。また都市の多くは
川の堤に築かれていたため、川を越えて都市の拡大が行
われると街が二分されてしまう問題があった。だが一方
で交通が集中するということが注目され、広場に次ぐ商
業地として橋上の都市化がもたらされた。	 
橋上の利用方法は様々で、礼拝堂や商店、住居の他、
要塞としての機能も有していたものがある。橋のもつ結
節点としての役割が効果的に表れており、橋自体が人々
の生活上の目的地であり、中心地であったことが言える。	 
	 
	 
図１	 18 世紀ノートル・ダム橋の橋上利用	 
	 
（２）	 衰退、そして終焉へ 
中世にヨーロパ各地で発生した橋上利用も、その多く
が 18 世紀頃に歴史を終えることになる。その理由として
経済や美学、哲学上の理由が大きい。急激な交通量の増
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加や軍事戦略の変化によって橋上施設が障害となってい
ったために、上部構造物の取り壊しに至った。セーヌ川
にポン・ヌフ（Pont	 Neuf）が架けられた当時、それが橋
上に構造物が建設されない革新的な橋として観光名所に
なるほどであった。	 
	 
	 
図２	 ポン・ヌフ	 
	 
２．	 体系的分類による橋上空間利用の変化とパラ
ーディオの橋	 
橋上を利用する動きは、都市の拡大や交通動線の変化
によって、短期間で急速に発展していった。橋上の仮設
的な利用から始まり、やがて橋と建物が一体的に計画さ
れていく。そこで本章では「橋に付属する建築」と「建
築化する橋」という二つの視点で橋上利用を考察する。
また建築家パラーディオが残した記録から、彼の橋の考
え方を分析する。 
（１）	 橋上空間利用の初期	 
フィレンツェのポンテ＝ヴェッキオで橋上利用が始ま
ったのは 12 世紀頃と推測される。フィレンツェの都市域
拡大に伴って交通量の増加した橋が商店や教会として利
用がされていた。フィレンツェではこの橋だけでなく、
その隣に架かっていたポンテ・アッレ・グラッツェも橋
の各橋脚上に小屋が並び、住宅や修道院、祈祷堂、教会
として利用されていた。そのため当時の橋上利用は特別
なものではなく、生活を営む上で自然発生的に使われ始
めた場であったと考えられる。 
 
 
図３	 1980 年頃のポンテ・アッレ・グラッツェ	 
 
ポンテ＝ヴェッキオは当初、橋と建物の構造機能は別
れており、橋に建物が「付属」する形であったが、1345
年の再建時に店舗と橋が一体化された。また、1565 年に
は橋上店舗の上にヴァザーリの回廊が通され、橋上がよ
り一体性をもった場になったことも大きな特徴と言える。 
 
図３	 ポンテ＝ヴェッキオ	 
 
ヴェネツィアのリアルト橋もポンテ＝ヴェッキオと同
様、仮設的な橋上利用からはじまる。木造跳ね橋に付属
する形で商店が連なり、店主らは橋の修繕費として税金
を納めていた。だが橋の老朽化が問題化し、16 世紀には
建築コンペによって当選した建築家ダ・ポンテによって
石造橋に架け替えられることになる。その際、リアルト
橋も橋と店舗が一体化された。 
 
 
図４	 リアルト橋	 
	 
（２）	 恒久化する橋上空間利用	 建築としての橋 
橋上は仮設的な利用始まり架替えによって恒久的なも
のになるケースと、当初から橋と上部建築が一体となっ
て計画されたケースがある。後者の中でもオールド・ロ
ンドン・ブリッジは規模が大きく、600 年以上も存在した。 
13 世紀のはじめに架けられたオールド・ロンドン・ブ
リッジ上には礼拝堂や住居が建設され、当時頻発してい
た大火や水害による被害を受けながらも、修復を繰り返
して利用されていた。18 世紀には交通量の増加や老朽化
によって取り壊され、上流部に現在見られるロンドン橋
が建設された。 
 
 
図５	 オールド・ロンドン・ブリッジ	 
 
（３）	 「橋に付属する建築」と「建築化する橋」 
中世ヨーロッパにおける橋の建設は、国家防衛の点か
ら限定的に建設されていた。それゆえ交通が集中する橋
の価値は非常に高いものであっただろう。また橋上利用
による税収が期待できることから、初期の仮設利用から
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積極的な「建築化」へと推移していったと想像できる。 
（４）	 パラーディオとリアルト橋 
リアルト橋のコンペにはパラーディオも参加をしてい
た。ヴィチェンツァ市立美術館に残る当時の図面を見る
と、橋上に広場を設け、離れている土地を一体的に結ぶ
ことを考えていたようである。 
 
 
図６	 リアルト橋第一案（立面図）	 
 
 
図７	 リアルト橋第一案（平面図）	 
 
パラーディオのこの考えは、著書である「建築四書」
に掲載された“リアルト橋第二案”や設計を行ったバッ
サーノの橋でも感じられる。特にバッサーノの橋では、
橋の構造体とは関係なく屋根が架けられている特徴があ
り、橋の上を広場として活用させる狙いがあったのだろ
う。 
 
 
図８	 バッサーノの橋	 
 
 
また、これらのパラーディオの橋に対する考えは大き
な影響を与え、イギリスのバースに架かるパルトニ―橋
もその一つである。 
 
 
図９	 パルトニー橋	 
 
３．	 日本における河川等の利活用	 
日本に目を向けてみた時、 
本章では、どのような規制によって河川の利用が制限
されているのかをまとめ、橋上利用の問題点を明らかに
する。 
（１）	 現行法上での橋と河川 
日本において橋は「道路の一部としての構造物」であ
ると定義される。また、橋の主な架設場所である河川は、
河川法によって。土地の掘削から占用にいたるまで制限
がされている。 
さらに橋は道路の一部である限り、橋上活動の許可は
警察との協議を必要とする。 
これらの法律は河川環境の保護や安全確保のための利
用規制であり、橋上利用が厳しい状況に置かれている。 
（２）	 釜石橋上市場と河川法の変遷 
現行法上では、諸制限によって橋上利用は満足にでき
ない。だが、かつて日本にも「釜石橋上市場」という市
場橋が存在した。現存はしていないが、橋上利用の可能
性を示す非常に重要な建物であったと言える。 
a） 釜石橋上市場略史 
	 釜石橋上市場の誕生は、戦後に発生した露店市に由来
する。岩手県釜石市の市街地を東流する甲子川に沿って
形成された露店市は、昭和 30 年頃には小売業者が 300
人を超え、市道に沿って 100ｍも続く大規模なものであ
った。それによって引き起こされる交通混雑を解消する
ために移転が検討されるが、狭隘な土地の釜石において
は困難を極めた。そこで河川空間に人工地盤を建設する
考えが提案され、緊急避難的特例措置として河川の占用
が認められた（更新制）。それを受け、昭和 33 年に釜石
橋上市場が開業した。 
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図 10	 釜石橋上市場	 
 
	 しかし河川法改正による甲子川の河川改修事業が進め
られるにあたり橋上市場が障害物となることから、再び
移転迫られ、平成 15 年に橋上市場は歴史に幕を閉じるこ
ととなった。 
b） 河川法の変遷と法の課題 
	 釜石橋上市場は特例ではあったが、河川区域の利用が
認められた。しかし法環境の変化によって撤去されるこ
とになる。 
	 橋上市場が建設された当初は旧河川法が適用された。
この法律は河川の治水のみに重きをおいていたため、河
川区域の利用は「特例」として認められたのであった。 
だがその後、河川法の機能が強化されると（昭和 39 年改
正）橋上市場も占用許可の更新期間、条件ともに厳しく
なっていった。 
	 河川を“コントロール”する河川法は時代の変化に
合わせて改正が行われたが、橋上市場のような市民生活
と密接に結びつく施設利用に関してはより柔軟な対応が
求められる。法規制を中心に、規制を厳しくするだけで
はなく、技術をはじめ文化的な視点など多方面から河川
のあり方を考えることが必要であろう。 
 
 
４．	 橋上および水辺の計画的利用モデル 
（１）	 規制緩和による河川空間利用の多様化 
河川敷地占用許可準則は、「河川が公共用物であるこ
とにかんがみ、治水、利水、及び環境に係る本来の機能
が総合的かつ十分に維持され、良好な環境の保全と適正
な利用が図られる」ことを期待し、「地域の意向を踏ま
えつつ適正な管理を推進」することを目的としているが、
当初は主に河川敷地においての占用主体や占用施設の規
制を原則とするものであった。 
しかし平成 16 年の「許可準則の特例措置」によって河
川利用の動きが広がることになる。河川局長が指定した
区域において”社会実験的”に原則の枠組みを越える活
動が認められ、これまでできなかった河川区域内の営利
目的の活動も可能となった。この措置を利用し、大阪や
広島では行政と民間が協力して河川空間のにぎわいづく
りに取り組んでいる。特に広島では、河岸緑地の整備や
オープンカフェの実施が「広島モデル」として大きく注
目されている。 
 
 
図 11	 広島のオープンカフェ	 
 
平成 23 年度より、この特例措置の内容が全国で実施可
能になっている。「許可準則の特例措置」で必要であっ
た河川局長による区域指定不要となり、河川管理者が協
議会等の活用などにより地域の合意を図った上で、区域、
占用施設、占用主体をあらかじめ指定できるようになっ
た。 
これまで限定的な活動しか認められてこなかった河川
区域において、この通達によって営利活動をはじめとし
た多様な空間利用が可能となるであろう。 
（２）	 公園法の利用によるケース 
橋の種類として、一般的な交通の用に供される道路橋
とは別に、公園内に架けられる「公園橋」というものが
あり、都市公園法で定める公園施設の一つである。また
公園施設はその他に便益施設として売店の設置が認めら
れており、公園橋の橋上を公園の地盤と考えることで、
橋上利用も可能となる。このような考えによることで、
一般道路橋のように道路交通法などの制限がかからず、
公園管理者によって運営などを行うことができることか
ら、柔軟な橋の利用を期待することができる。 
北九州市小倉を流れる紫川では、国の「マイタウン・
マイリバー整備事業」を利用し河川や道路といった都市
基盤整備が行われた。その事業の一環で、紫川に架かる
勝山橋が架け替えられた。その橋の半分を公園指定（勝
山公園）にすることで、自治体が主体となって橋上利用
が可能となり、河川を中心としたまちづくりが進められ
ている。 
 
 
図 12	 勝山橋（幅広の橋の半分が公園指定されている）	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（３）	 河川空間利用手法の多様化 
各都市の取り組みは、河川空間のあり方を見直し、そ
れぞれが持つ地域資源を活かすことに重きをおいている。
しかしその河川空間を活かそうとする手法がそれぞれ特
徴的で興味深い。 
河川敷地占用許可準則の特例措置を利用することによ
るにぎわいづくり創出方法では、河川全体を細長い場と
して捉え、それまで近寄りづらかった河川敷などへ人を
誘致させるという狙いを持つ。局所的に人を集めるので
はなく、街と川を一体的にすることでにぎわいづくりへ
発展させているのである。 
その都市によって河川の位置などが異なるため一概に
河川利用の形式を定めることはできないが、その場に則
した利用形態を探る必要がある。 
 
５．	 これからの橋上空間用途の多様性に向けて 
海外のような利用が同様に日本で行えるかと言えばそ
うではない。ヨーロッパの河川は幅も広く、いくつもの
国をゆっくりと流れているのに対し、山がちである日本
の川は、山に降った雨が一気に流れこみ、流量が急増す
る特性をもつため関連法規によって河川の保護および規
制が行われた結果、積極的な橋上利用もできない環境が
長らく続いてきたのである。 
しかし、水資源が豊富な日本では、本論で取り上げた
ような河川を中心とする地域独自のにぎわいづくりが各
地で行われている。そのような活動が行われる地域では、
行政と民間が協力しながらこれまで認められてこなかっ
た河川敷地の利用を行ったり、一部ではあるが橋上を利
用したりするケースも見られる。地方の経済や文化の疲
弊が問題視される今日において、このような地域活性の
動きは今後も一つの大きな鍵となっていくはずである。 
そのような時代だからこそ、橋上利用を提案したい。
河川によって隔てられた空間を結ぶことによって、地域
の一体性を期待できる。また橋や河川は、多額の予算を
かけて自治体が整備・維持管理を行われているが、少子
超高齢社会を迎えているなかにおいては、税収減といっ
た諸要因によって行政事業全体に支障が出てくる可能性
もある。そういった課題に対し、中世ヨーロッパの橋上
利用が税金を徴収し橋の維持に役立てるという目的で行
われていたことを考えると、橋上空間を利用するという
視点から解決することも期待できる。 
その一方で、地域活動を運営していく環境がまだ十分
に整っていない状況がある。ほとんどの地域の民間活動
は、その運営を一定規模の NPO法人とすることもできず、
ボランティアのような形で運営されているところがほと
んどなのである。そのため地域の活性化を目指していな
がらも、民間の力を十分に引き出すことができず、行政
に頼らざるを得ない部分が多い。だがその行政も基盤の
みをつくることのみしか行わず、運営にまでは反映する
ことができていないという現状がある。今後の日本にお
いて、充実した河川空間の実現のためには、橋上利用の
有用性をより深く探ると同時に、こういった課題にも取
り組んでいく必要がある。 
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